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論文の内容の要旨
(目的)












DM群がControl群、 DM+PKC-I群と比較して有意な減少を観察した (p< 0.05) 0 VEGF、eNOSの発現は DM

















一方、~Il.害剤の使用のタイムコースやインスリンの治療的使用、 HGF、 HIF-lα など他の血管新生因子の
検索、虚血・再瀧流モデルの検討、インスリン抵抗性モデルでの検許などより深い洞察が可能な実験が示唆
され、今後の課題として建設的意見が議論された。マウス心筋梗塞モデルの限界点も良く把握考察されてい
た。
平成 24年1丹6日、学位論文審査委員会において、審査委員会員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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